
津島地区救急対応について
津島地区で救急処置が必要な状況が発生した際の手順を示します。致死的な疾患が発生した場合には、初期対応がその生死を分け

る重要なポイントになります。そのような場に遭遇した際には、まず自分自身が冷静になり、下記の手順で対応をよろしくお願いいたしま
す。なお、救急蘇生・自動体外式除細動器（AED）使用の手技に関しては日頃の訓練で習得していただきたいと思います。ご質問あれば
保健管理センター「ホケカン」まで！

普段通りの呼吸をしているか？

呼吸・意識状態に
注意して観察を続ける

AED装着
心電図解析

→必要なら電気ショック
（AEDの指示に従う）

①119番通報を指示
通信指令員の指示に従う

②一番近くにあるAEDを持って
きてもらう

③心肺蘇生交代要員の確保
④「ホケカン」に連絡してもらう

意識があり、呼吸状態が確認できれば
「ホケカン」(086-251-7217)に連絡
下さい。緊急の場合には
直接119番へ通報してください。
◎「ホケカン」への電話連絡のポイント

(1)意識・呼吸の状態
(2)倒れている場所
(3)性別、職員か学生か
(4)可能なら名前，学生番号

救急隊に引き継ぐまで
傷病者が動き始めるまで

救急隊に引き継ぐまで
傷病者が動き始めるまで

倒れている人を見たら！

保健管理センター・安全衛生部

直ちに胸骨圧迫を開始
強く(約5ｃｍ)

速く（100～120回/分)
絶え間なく (中断を最小にする)
圧迫解除は胸がしっかり戻るまで

協力者を集める

※電気ショックの有無にかかわ
らず胸骨圧迫から再開する

安全確認

反応はあるか？ 具合を尋ねる
あり

なし・判断に迷う

あり

なし・判断に迷う

胸骨圧迫30回
人工呼吸2回の組み合わせ

人工呼吸の技術と意思があれば
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